
対応状況（令和３年10月）
今後の取組予定
（令和３年10月）

両会における検討状況、
検討結果を踏まえて、次
年度以降の進め方を検
討予定。

検討中の以下の項
目について、目標と
するスケジュールを
御教示いただきたい
（１．１、１．２共通）。

１．１ 設計上の対策

（１） 幼児同乗中の停車中の転倒事故を防止する設計上の対策

停車中の転倒事故を防止するため、自転車安全基準等に、以下
についての設計指針を明確にして取り入れること。また、併せて停
車中の転倒を防止するために有効な、その他の補助的な機構や
機能の実現を検討すること。
・スタンドについては、走行と自転車の取り回しに影響のない範囲
で、安定性が高く、操作の容易なタイプのものを採用すること。
・シートベルトについては、装着が容易であり、長さの調節をしやす
いものとすること。
・前後に幼児を同乗させた状態を想定して、自転車の左右方向の
中心に荷物を積載できる構造とすること。

○スタンドについて
　自転車協会「幼児2人同乗用自転車安全基準」に
おいて、既に停車中の転倒を防止する基準を設け
ていることを踏まえ、メーカー及び販売店に対する
組み付けや検査に関する協力要請、安全基準への
定期検査項目の追加、後付けで幼児座席を取り付
けられる自転車に対する追加措置について検討
中。

○シートベルトについて
 製品安全協会「自転車用幼児座席の認定基準確
認方法」において、既に「長さの調整できるシートベ
ルトを備えていること」を要件としていることを踏ま
え、同基準の見直しの要否について検討中。

○荷物を積載できる構造について
　現在の設計は、前後に幼児を同乗させた状態で
の積載を想定しておらず、安定性を損なわずに十
分な荷物用スペースを確保することは困難であるこ
とを踏まえ、全長規制見直しの要否について検討
中。

自転車協会の専門委員
会において引き続き検討
を行う。

製品安全協会において、
SGマーク付与基準の見
直しに係る委員会を組成
し、検討予定。

左記委員会につい
て、出席者等の概要
をお示しいただきた
い。
また、全長規制見直
しの要否に関して
は、スタンドを全長
から除外するなど、
法改正までを視野に
入れるのか、解釈の
変更で行うのか？

（２） 幼児同乗中の走行中の転倒事故を防止する設計上の対策
① 設計基準等の策定

走行中の幼児座席の揺れを抑えるために、自転車安全基準等に、
以下についての設計指針を明確にして取り入れること。
・後ろ乗せタイプの自転車に後付けで設置する前座席について、ガ
タつきなくハンドル部に取り付けられる製品とすること。
・後座席を固定するリヤキャリヤ部の側方剛性を十分に確保する
こと。

○後付けの前座席について
　製品安全協会「自転車用幼児座席の認定基準確
認方法」の見直しの要否について検討中。

○リヤキャリアの側方剛性について
 「JIS規格」において、既にリヤキャリア及びフレー
ムの強度試験が設けてられていることを踏まえ、走
行安定性に寄与する車体後部の強度・剛性の評価
基準、再現性を有する測定方法について検討中。
（報告書に記載されている試験方法については、再
現性などについて課題があるとの認識）

同上

② 設計手法、手順等の見直し

a)　外的要因による転倒リスクの低減
転倒事故につながるリスクのある外的要因をこれまでよりも重視
し、特に歩道の車両乗り入れ部の段差５cmによる転倒リスクの低
減を検討すること。

○段差による転倒リスクについて
　速度、進入角度、重量、路面状況など様々な要因
が影響する上、現時点で転倒リスクに関する有効な
評価基準、再現性を有する測定方法が定められて
おらず具体的な対策を講じることが困難であるた
め、利用者に対する注意喚起方法について検討
中。

同上

利用者への注意喚
起はどのような方法
と頻度で行う予定
か。

b)　客観評価の導入
前記a)の検討に当たっては、完成車の全体評価の中での走行時
の安定性評価において客観評価も取り入れ、主観評価と両方のバ
ランスが取れた設計を目指すこと。
なお、本調査における走行実験のデータを公開するので、製造業
者及び関係研究機関等において客観評価の検討を進めるに当た
り、本報告書と共に参考にされたい。

○段差による転倒リスクの客観評価について
　客観的な評価方法を定めるには、再現性を有す
る検査条件、そのための検査機器が必要であり、そ
の準備に向け解決すべき問題が多く、現時点で評
価方法を策定することは困難であることを踏まえ、
引き続き客観評価について検討中。

同上

「評価方法を策定す
ることは困難」である
前提での検討の方
向性は？

幼児同乗中の段差乗り越え走行は、そ
れ自体リスクが高く推奨すべきではな
いため、先ずは、使用者に対する注意
喚起を行う方向で検討する。また、定
量的な評価基準、再現性を有する評価
方法については、規模の小さい自転車
メーカーへの影響も考慮しつつ、中長
期的な検討課題と位置づけ引き続き検
討を行う。

○段差による転倒リスクの客観評価について
　転倒リスクの評価基準、再現性を有する測定方
法が確立されておらず具体的な検討が困難である
が、自転車協会「幼児2人同乗用自転車安全基
準」おいて、「完成車の全体評価時には、主観評価
の他に消費者安全調査委員会の事故等原因調査
報告書で紹介されている客観評価手法も取り入
れ、両方のバランスが取れた設計を目指すことも
重要である。」旨を記載する方向で調整中。

〇客観評価
客観評価は様々な評価方法が考え
られると思いますが、主観評価だけ
ではなく客観評価と両方のバランス
を取る設計の重要性をきちんと明
記いただくことで承知しました。基
準への記載ができましたらご提示く
ださい。

＜客観評価の導入＞
・「幼児2人同乗用自転車安全基準」改正案を参照
　4　設計を行う上での留意事項
　　前文
及び
　　（2）重心位置及び車輪径

c)　運転席スペースの設計手順
後ろ乗せタイプの自転車における後付け前座席は、あらかじめ、後
付けを想定している前座席の製品を明確にし、その製品仕様を考
慮した上で、運転席のスペースに余裕を持たせたハンドル、サドル
位置等の設計をすること。

○運転席スペースについて
　自転車協会「幼児2人同乗用自転車安全基準」に
おいて、既に「運転スペース確保の重要性」及び
「旋回性等の低下を踏まえた最適な設計」について
記載されており、現行サイズ内では各メーカーにお
いて最適な設計・開発が行われていることを踏ま
え、全長規制見直しの要否について検討中。

同上

全長規制見直しの
要否に関しては、法
改正までを視野に入
れるのか、スタンドを
全長から除外するな
ど、解釈の変更で行
うのか？

全長規制の見直しについては、様々な
観点から、その要否について検討中で
あり、スタンドの取り扱いなど具体的な
論点まで検討は進んでいない。

○運転席スペースについて
　自転車協会の両委員会において検討した結果、
規制緩和における課題として「歩道走行時の接触
事故リスクの増加」、「歩道幅・駐輪場などの走行・
利用環境の整備」、「車体の大型化及び重量の増
加に伴う運転及び車体への影響」が示されたこと
から、上記課題の解決可能性について引き続き検
討を行う予定。

全長規制の解釈の変更などの議論
は警察庁へ相談されているので
しょうか。

　自転車協会において検討した結果、「歩道走行時の接触事故リ
スクの増加」、「歩道幅・駐輪場などの走行・利用環境の整備」、
「車体の大型化及び重量の増加に伴う運転及び車体への影響」
などの課題が存在するため、全長規制の緩和を求めるべきでは
ないとの結論が示された。

　そのため、消費者庁事故調査委員会の意見を参考に自転車協
会「幼児2人同乗用自転車安全基準」に「後付けを想定している
座席の製品を明確化し、試験等は指定された座席を取り付けた
状態で行うことが望ましい」旨を記載する方向で調整中。

＜運転席スペース＞
・「幼児2人同乗用自転車安全基準」改正案を参照
　1　適用範囲
及び
　3．2　取扱説明書
　　（1）幼児座席の取付け

③ 将来課題の検討

自転車協会の専門委員会の名簿
は受理しました。
（参考資料１）

〇スタンド
「幼児2人同乗用自転車安全基準」
への追加されましたらご教示くださ
い。

〇シートベルト
ベルト方式以外の姿勢保持機構に
ついてご教示ください。

〇荷物積載
全長規制の解釈の変更などの議論
は警察庁へ相談されているので
しょうか。

○スタンドについて
 自転車協会「幼児2人同乗用自転車安全基準」に
以下2点を追加する方向で調整中。現在、規定の
案文を作成中。
　（1）取扱説明書の定期点検項目に“スタンドの組
み付け確認作業”を追加する。
　（2）幼児座席を取り付けられるとしている一般自
転車については、“ハンドル回転抑制機構の装備
を推奨する”旨を追加する。

○シートベルトについて
　製品安全協会「自転車用幼児座席の認定基準確
認方法」において、ベルト方式以外の姿勢保持機
構も対象に加える方向で検討中。

○荷物を積載できる構造について
　　自転車協会の両委員会において検討した結
果、規制緩和における課題として「歩道走行時の
接触事故リスクの増加」、「歩道幅・駐輪場などの
走行・利用環境の整備」、「車体の大型化及び重量
の増加に伴う運転及び車体への影響」が示された
ことから、上記課題の解決可能性について引き続
き検討を行う予定。

全長規制の見直しについては、様々な
観点から、その要否について検討中で
あり、スタンドの取り扱いなど具体的な
論点まで検討は進んでいない。

提示された報告書は承知している。試
験方法に課題があるとの記載は、タイ
ヤを装着したリムを固定箇所とすること
で、タイヤの空気圧等の外的要因や、
タイヤ径が試験結果に影響し、純粋な
リヤキャリヤの剛性を測ることができな
いのではないかとの懸念に基づくもの
である。よって具体的には、提示された
文献と同様に、リムではなくハブ軸を固
定するリヤキャリヤの側方剛性試験方
法にて、実証実験を行い、必要に応じ
て自転車安全基準特有の基準値を設
けるか否かについて検討中。

自転車協会が行っている各種広報活
動の一環として取組を進める方向で検
討中。

○段差による転倒リスクの客観評価について
　段差の乗り越え性能を向上させるためには、「タ
イヤ径を大きくすること」や「太いタイヤを装着する」
といったものが考えられるが、「重量が増加する」
「重心が高くなる」等のトレードオフがあり、別の転
倒リスクを誘発する恐れがある。
　また、自転車に乗車した状態で段差を乗り越える
という行為は、いかなる対策を講じても転倒リスク
を伴い、安全・安心を確保することは困難である。
　そのため、自転車協会自転車安全基準において
「取扱説明書に段差は押し歩きで越えなければな
らない旨明記すること」を定めると共に、自転車協
会おいて広報用のチラシを作成し、その中で利用
者に対し、段差は押し歩きで超えるよう注意喚起を
行う方向で調整中。

　

○後付けの前座席について
　製品安全協会「自転車用幼児座席の認定基準確
認方法」において、ハンドルに掛ける簡易な装着機
構を基準から除外する方向で検討中。

○リヤキャリアの側方剛性について
 　リアキャリアの剛性を高めることは走行安定性
に寄与すると考えられることから、リアキャリアに求
められる強度・剛性・試験方法などについて検討
中。現在、各社から関連データを収集中。

側方剛性について
は、自転車産業振興
協会の下記の文献
がある。参考にして
いるかご確認いただ
きたい。
http://www.jbpi.or.jp
/giken/l0frgpkddpf9
3bby/N00104.pdf

○シートベルトについて
　メーカーにおいて製品を開発中のため、詳細は開示不可能なも
のの、遊園地のジェットコースターで採用されているような両肩を
保持するような機構を想定しているとのこと。

○荷物を積載できる構造について
・自転車協会において検討した結果、「歩道走行時の接触事故リ
スクの増加」、「歩道幅・駐輪場などの走行・利用環境の整備」、
「車体の大型化及び重量の増加に伴う運転及び車体への影響」
などの課題が存在するため、全長規制の緩和を求めるべきでは
ないとの結論が示された。
　他方、消費者委員会からのご指摘の点も利用者に注意喚起す
る必要があると考えられることから、自転車協会において転倒に
繋がる荷物の取り扱いについて、広報物を通じて利用者への注
意喚起を行う予定。
・自転車協会「幼児2人同乗用自転車安全基準」の「設計上の留
意事項」の項目に、消費者安全調査委員会事故等原因調査報
告書等を踏まえ、「重量化や操作性、部品強度など様々なトレー
ドオフに留意しつつ、左右方向の中心に荷物を積載できる構造に
ついて継続的に課題解決に取り組むことが重要である」旨を追記
する方向で調整中。

　段差の乗り越えについては、速度や進入角度も重要であるが、
実際には様々な状況（利用者、路面状況、交通状況、車種など）
を考慮する必要がある。また、万が一、転倒した場合のケガのリ
スクも考慮する必要がある。そのため、一概に乗車での段差乗り
越えと押し歩きのいずれの安全性が高いかは判断が困難と考え
られる。
⇒自転車協会「幼児2人同乗用自転車安全基準」の「取扱説明
書」の項目に、「段差に関する注意事項」を追記する方向で調整
中。

　他方、消費者委員会からのご指摘の点も利用者に注意喚起す
る必要があると考えられることから、自転車協会における広報媒
体を通じた利用者への注意喚起の内容について検討を行ってい
る。
⇒様々な利用状況が想定されることから、広報媒体の内容につ
いては、具体的な乗り越え方法などには言及せず、段差自体に
対して注意喚起を行う内容とする方向で調整中。

「幼児同乗中の電動アシスト自転車の事故」（令和２年12月報告書公表）に関する第１回フォローアップの取組確認用資料　（意見先：経済産業省）

意見（令和２年12月）
消費者安全調査委員会

１　経済産業大臣への意見

意見対応の経過報告（経済産業省）

経済産業省は、幼児乗せ自転車の転倒事故を防止するため、幼児乗せ自転車の
設計に関し、以下の対策を検討し実施することを製造業者等に促し、結果及び効
果についての検証及び評価を行うとともに、必要に応じて警察庁と協力の上、規制
並びに規格及び基準等の見直しも含めた検討を行うべきである。

取組状況の
評価、質問

意見先回答
(令和３年11月)

意見先回答
（令和４年７月）

自転車に関しては一般社団法人自転車協会、幼
児座席に関しては一般財団法人製品安全協会に
それぞれ検討を依頼。

＜自転車協会＞
・自転車安全基準専門委員会
・電動アシスト自転車専門委員会

＜製品安全協会＞
・自転車用幼児座席SG基準改正専門部会

自転車に関する事項は、複数の検討
課題を有し、規制緩和を要望する可能
性もあるため、現時点で明確なスケ
ジュールの回答は困難。幼児座席に関
しては、SGマーク改訂の一環として委
員会で審議される予定であるが、具体
的な日程は調整中。

自転車に関しては一般社団法人自転車協会に、幼
児座席に関しては一般財団法人製品安全協会にそ

れぞれ検討を依頼しているところ。

取組状況の評価、質問
（令和４年８月）

それぞれの協会がいつ頃を目標に
検討を行っているのかご教示いた
だきたい。

意見先取組内容
（令和５年４月）

委員会では、段差での押し歩きは、
幼児を載せて重量のある状態では
転倒リスクがあると考え、押し歩き
を推奨するのではなく、段差乗り越
えの際の進入角度と速度について
客観データをもとに注意喚起してい
ます。
また、自転車協会「幼児2人同乗用
自転車安全基準」3.2（５）において
も、段差での押し歩きはバランスを
くずしやすいとして注意喚起をして
いると認識しています。
段差での押し歩きを推奨する考え
方をご教示ください。

〇後付けの前座席
ハンドルに掛ける簡易な装着機構
（がたつきのある機構）を基準から
除外することで承知しました。
除外されましたらご教示ください。

〇リヤキャリヤ
各社協力して改善検討されている
点承知しました。検討結果が出て
検討が終わりましたら、結果をご教
示ください。

　 　
　　

＜自転車協会＞
・令和5年5月の自転車協会理事会において、「一般用自転車
及び幼児用自転車安全基準」、「幼児2人同乗用自転車安全基
準」改正案を機関決定予定。また、注意喚起用の広報媒体は
同理事会で審議の後に配布予定。

＜製品安全協会＞
・令和5年3月29日に開催された安全管理委員会において、「自
転車用幼児座席のＳＧ基準」改訂案を審議。現在、協会にて稟
議、申請受付準備等の手続中。6月頃を目途に施行予定。

＜スタンド＞
・「一般用自転車及び幼児用自転車安全基準」改正案を参照
　5．5　操舵装置
　　5．21　取扱説明書
　　　m）点検方法及び調整の時期等
　　　　4）
・「幼児2人同乗用自転車安全基準」改正案を参照
　3．2　取扱説明書
　　（2）幼児2人同乗時の一般的注意事項など
　　　　⑤
＜シートベルト＞
・「自転車用幼児座席のＳＧ基準」改正案を参照
　4．安全性品質
　　1.外観及び構造
　　（b）、（ｈ）
＜荷物積載＞
・「幼児2人同乗用自転車安全基準」改正案を参照
　4　設計を行う上での留意事項
　　（4）自転車の左右方向の中心に荷物を積載できる構造
・自転車協会広報媒体原稿案を参照
　ポイント3　幼児座席を利用する前には以下をチェックしましょう！
　　制限重量
＜その他の補助的な機構（前車輪回転抑制機構）＞
・「一般用自転車及び幼児用自転車安全基準」改正案を参照
 5．5　操舵装置
　　5．5．1　操舵安定性
　　　d）

＜後付け前座席＞
・「自転車用幼児座席のＳＧ基準」改正案を参照
　3．種類
　4．安全性品質
　　1.外観及び構造
　　　(2)前形
　　　　（a）、（b）

＜リアキャリアの側方剛性＞
・「幼児2人同乗用自転車安全基準」改正案を参照
　2．4　ハンドル及びリアキャリアの剛性
　　（3）リアキャリア及びフレームの側方剛性

＜段差による転倒リスク＞
・「一般用自転車及び幼児用自転車安全基準」改正案を参照
　5．5　操舵装置
　　5．21　取扱説明書
　　　e）幼児用座席の取付け及び幼児同乗時の注意
　　　　7）
・自転車協会広報媒体原稿案を参照
　ポイント6　段差に注意しましょう

意見先回答
（令和４年11月、12月）

＜自転車協会＞
・利用者への注意喚起については、年度内に広告物を作成し配
布を予定しているが、記載すべき内容は各指摘事項の対応を踏
まえる必要があるため前後する可能性がある。

＜製品安全協会＞
・SG基準の改定については、本年度内を予定しているが、審議
状況を踏まえる必要があるため前後する可能性がある。



対応状況（令和３年10月）
今後の取組予定
（令和３年10月）

意見（令和２年12月）
消費者安全調査委員会

意見対応の経過報告（経済産業省）
取組状況の
評価、質問

意見先回答
(令和３年11月)

意見先回答
（令和４年７月）

取組状況の評価、質問
（令和４年８月）

意見先取組内容
（令和５年４月）

意見先回答
（令和４年11月、12月）

a)　外的要因による転倒リスクの低減
より安全な自転車を目指し、ハンドル操作支援機構を一例とする
転倒リスク低減のための将来技術を開発・普及することも検討する
こと。

○将来技術の開発普及について
　自転車協会「幼児2人同乗用自転車安全基準」の
「設計を行う上での留意事項」において、既に「転倒
防止を配慮した幼児同乗用自転車の開発の重要
性」について記載されていることを踏まえ、引き続き
関係事業者に継続的な研究開発を促す方向で検
討中。

同上

（３） 幼児同乗中の押し歩き時の転倒事故を防止する設計上の対策

押し歩き時の転倒事故を防止するため、特に電動アシスト自転車
については、更なる軽量化及び低重心化を検討すること。また、併
せて押し歩き時の転倒を防止するために有効な、その他の機構や
機能の実現を検討すること。

○押し歩き時の転倒事故防止について
　自転車協会「幼児2人同乗用自転車安全基準」の
「設計を行う上での留意事項」において、既に「押し
歩き時の転倒防止機構の開発等の重要性」につい
て記載されていることを踏まえ、同安全基準におけ
る追加措置（低重心設計、各分品の軽量化の推奨
について盛り込む）、全長・全幅規制見直しの要否
について検討中。

同上

・全長/全幅規制見
直しの要否に関して
は、法改正までを視
野に入れるのか、ス
タンドを全長から除
外するなど、解釈の
変更で行うのか？
・いわゆる「ウォーク
アシスト機能」は検
討の対象となるか？

１．２ 利用者への周知及び情報提供

（１） 使用環境に適した自転車選択の必要性の周知
利用者に対し、幼児乗せ自転車は、ＢＡＡマーク又はＳＧマーク、及
び幼児２人同乗基準適合車マークが貼付された自転車を選ぶこと
が推奨されることのほか、同乗させる幼児の人数により、以下のよ
うな自転車の選択の考え方があることを周知すること。
①幼児を１人同乗させる場合
・後ろ乗せタイプの選択が望ましい。
②幼児を２人同乗させる場合
・前乗せタイプを選択し、後座席を後付けで設置することが望まし
い。
・前乗せタイプについては、前カゴが装備されていないものが多い
ため、荷物の積載方法について、走行時、停車時の安全面にも注
意する必要がある。
・諸事情により後ろ乗せタイプを選択する場合は、後付けで前座席
を設置しても運転席のスペースに余裕のある製品を選ぶことが望
ましい。
・電動アシスト自転車を選択する方が望ましい。

（２） 転倒リスクに関する情報提供

製造業者、販売業者等の供給者側から利用者に対しては、販売や
点検時を含むあらゆる機会において、幼児乗せ自転車のパンフ
レット等に示す個々の仕様が、走行中、停車中、及び押し歩き時に
与える安全面への影響と、それらを踏まえた利用について、分かり
やすい形で情報提供に努めること。

○転倒リスクに関する情報提供について
　自転車協会が行っている各種広報活動の一環と
して取組を進める方向で検討中。

同上

検討する広報活動
は製造業者、販売業
者個々の取組も含ま
れるか。

自転車協会の注意喚起のチラシが
作成されましたらご教示ください。

ウォークアシスト機能以外の左記
対策で進めるという方向性は承知
しました。
「幼児2人同乗用自転車安全基準」
へ追加されましたらご教示くださ
い。

自転車協会として、転倒しにくい自
転車の研究開発を継続して推進し
ていくことで承知しました。

基本的には自転車協会の会員企業を
想定しているため製造事業者が中心と
なる。一部の販売を担っている企業の
販売店やBAAマーク制度について賛同
いただいている販売店にも広報の協力
を依頼する予定。

○自転車選択の周知について
　既に消費者庁が作成した注意喚起のチラシを自
転車業界（メーカー、販売店）に配布済み。
　加えて、自転車協会においても本件に関する注
意喚起用のチラシを作成し、年度内に配布予定。

○転倒リスクに関する情報提供について
　既に消費者庁が作成した注意喚起のチラシを自
転車業界（メーカー、販売店）に配布済み。
　加えて、自転車協会においても本件に関する注
意喚起用のチラシを作成し、年度内に配布予定。

○押し歩き時の転倒事故防止について
　自転車協会「幼児2人同乗用自転車安全基準」に
以下2点を追加する方向で調整中。現在、規定の
案文を作成中。
　（1）低重心の設計を推奨する旨を追加する。
　（2）重量部品の軽量化を推奨する旨を追加す
る。

○将来技術の開発普及について
　自転車協会「幼児2人同乗用自転車安全基準」
の「設計を行う上での留意事項」において、既に
「転倒防止を配慮した幼児同乗用自転車の開発の
重要性」について記載されていることを踏まえ、引
き続き関係事業者に継続的な研究開発を促す。

○自転車選択の周知について
　自転車設計においては、様々なトレードオフ、それ
に伴うデメリットやリスクが生じる可能性があること
から、使用環境に適した安全な自転車を選ぶことの
重要性を訴求するための消費者広報について検討
中

同上
消費者広報はどのよ
うな方法と頻度で行
う予定か。

全長/全幅規制の見直しについては、
様々な観点から、その要否について検
討中であり、スタンドの取り扱いなど具
体的な論点まで検討は進んでいない。

ウォークアシスト機能については、幼児
同乗中の押し歩き自体の是非について
様々な意見があるため対策として取り
上げていない。

自転車協会が行っている各種広報活
動の一環として取組を進める方向で検
討中。

＜自転車選択の周知＞
・自転車協会広報媒体原稿案を参照
　ポイント2　利用する目的や環境に合った１台を選ぼう

＜押し歩き時の転倒事故防止＞
・「幼児2人同乗用自転車安全基準」改正案を参照
　4　設計を行う上での留意事項
　　（5）押し歩き時の転倒防止

＜自転車選択の周知＞
・自転車協会広報媒体原稿案を参照
　ポイント3　幼児座席を利用する前には以下をチェックしましょ
う！
　ポイント4　乗車・降車・停車する時には？
　ポイント5　お子様を乗せ降ろしする時には？
　ポイント6　段差に注意しましょう
　ポイント7　ハンドルを大きく切った時、転倒に注意！

＜将来技術の開発普及＞
・「幼児2人同乗用自転車安全基準」改正案を参照
　4　設計を行う上での留意事項
　　（6）その他
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